




















































































































































































































業界初の公文書管理用デラタルアーカイブシステム

童書� IInfoLibArchivesJの開発背景司� 

IInfoLib-ArchivesJは、公文書館向け公文書管理・公開用デヲタルアーカイブシステムです。� 

2011年� 4月1日に公文書管理法が施行されたことを受け、インフォコムは2011年10月より業界に先駆けて公文書管理用
デラタルアーカイブシステム� ilnfoLib-ArchivesJの販売を開始しました。

公文書の簿冊や件名、資料群、古文書、複製資料、行政刊行物、図書等の目録情報を管理・公開でき、各自録に付随する

デラタルコンテンツの管理と公聞を実現します。� 

ilnfoLibArchivesJにより、お客様の課題のひとつである公文書の煩雑な収集や管理をスムーズに実現し、簡単に公開回� 

できる仕組みを提供する事が可能となります。� 
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flnfoLib-ArchivesJ機能一覧� 

.W巴b対応 岡田録(典拠)一括登録機能

=暗号化通信対応 耳目録(典拠)個別編集機能

M多言語対応 -典拠参照・管理機能 

圃� EAD入出力対応� (EAD3) z目録一括更新機能

岡田録ー括出力機能

-ユーザ関グ、ループ管理機能 回目録公開設定機能

胃ユーザ認証機能

翼手IJ用統計機能� 

z操作履歴機能 -コンテンツ個別編集機能

組コンテンツー括編集機能

民コンテンツ一括出力機能

同更新機能 "コンテンツ公開設定機能

掴辞書データ値別編集機能 回フォーマット変換凶生成機能

掴辞書データ一括出力機能 ・IIIF管理機能

盤璽璽護霊翠翠襲撃欝藍翠欝議襲撃童謡
，メニュー機能� 

Rキーワード検索機能� 

z辞書検索機能� 

a階層検索機能

細目録一覧表示機能� 

M 目録詳細表示機能

官コンテンツピ、ユーア機能

眉ヘルプ機能� 

Eスマートデバイス対応

民正規化検索機能

-ログインー機能

開多言語対応� 

Eファセット検索

冒帳票出力機能

‘SRU/SRWサーバ機能� 

関目録管E里API

-コンテンツ管理API

"コンテンツ'情報取得API

-検索API 

.API利用制限機能� 

.OA1-PMHリポジトリ機能

調!日F対応画像配信機能
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4. InfoLib-Archiv邸機能概要
 

InfoLib-Archiv部!立、公文書等富還� a 訟問題iこ
作られたアーカイブソフトウエアで、す。� 
※InfoLib-Archivesは、冨立公文書舘で公表している「デラタルアーカイフ� a システム標準仕様書jに準拠していますc

盟� l > E金主三宝由主金返さ室 、 玄室Z呈忽逗長 ，-:t己主ニ2ill翠 〉 豆亙 〉 待穿i)1吸血町、!'!:勾'!I� ~ 仁王� ? 

ロ ヨ三年$-三三二五立与とニ P工~.;<- 市出�  2Tll=_/~ll 口出 台湾ム煙 〆む

む 豆とヰエ二二五丘え~三よ以Zミムコ 白 羽� 1:日出∞台おi珂，o-'IO 

G 三万二三二芝乙3.L'L三」込よニ:u...ふヰニ 出 血目I~ u，::.合興調 /む

ロ ヨ云ム..A:三主雲三三三ヱ去三子立えこ丘三三三
え日 即日11:2:白 色町議�  F~む

ロ ~丘二話止~F'l"'<l~"";:_';l; 
l.._l込

出 血目il!2至。f:]l;皿/で]

ロ 豆亙ヰ三と二~"-'亙7，:"-，<;;:'三d>_ 食明 記叫主主ね 白日曜 〆一色

公文書の簿冊や件名、資料群、吉文書、謹製資料、行政刊行物、図書舘の
目録データを登録・管理@公開が可能です。

また、付随するデラタ)l"コンテンツの嘗理@公開ち行えます。

※函聞は開発中のイメーラです旬変更される可能性があります。
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登録されたコンテンツは、ファイル
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コンテンツ管理画面(一覧)
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※画面は開発中のイメーラです恩変更される可能性があります.
「刑"""'"-"'""もγ 剖以=~.".=.時四百九ヲIー甘穴

トップペーラ(キーワード検索画面) コレクション検索画面 ;コンテンツの

一覧から指定


"ー百九}

検索結果一覧

を表示 詳細表示画面
(アイテム)

一一一

川市

科窮者にメタデータを活罵 豊富な横禁/表示方法を渠供
ます。

地図検索 詳細表示画面(アイテム)

年表検索
註1主主主題3

ファイル形式に合わせた
ビューアでコンテンツを
表示します。
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外部機関とのシステム連警に な機能を諜準装犠して 
いますむ

InfoLib-ArchivesはSRUjSRW、OAI-PMHプロトコル、 REST APIに標準対応しており、

国立公文書館デラタルアーカイブ等からの横断検索に対応することが可能です。

各種APIち提供しており、他機関との連携ち容易に実現することができます。


令官1J信通常時|

牛車中
 同
叩
命
-

関連機関
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※画面は開発中のイメーラです.変更される可能性があります。

ご不明な点がございましたら、お気軽にご連絡ください。

千150--0001 ;7 

J 
J 

， 

雪� TEL:03-6866-3640

官竺つ� 

FAX:03-6866-3360 


E-mail: das_sales@infocom.cojp 

URL: http://www圃� infocom.cojp/das 
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

AtoM（Access to Memory）について

入澤寿美

（業務責任者、学習院大学計算機センター教授） 

1. AtoMの構成

（右図：Artefactual Systems Inc. “What is AtoM?” Technical overview.)1 

AtoMは、アーカイブズに関連する多様な記述情報と、
デジタル・オブジェクトへのアクセスを提供すること

を目的とした、 Webベース、フリー、オープンソース
のアプリケーションである。

主なミドルウェアは以下の通り 2。 

• OS：Ubuntu（推奨） 

• Symfony（開発環境、ＰＨＰ） 

• Nginx/Apache（Webサーバ） 

• Elasticsearch （検索エンジン） 

• MySQL （DBサーバ） 

• Memcached（キャッシュサーバ） 

• Gearman job server（ジョブサーバ） 

2. AtoM開発の経緯 

2003年：国際アーカイブズ評議会 (International Council on Archives：ICA)の情報技術委
員会、オープンソースのアーカイブズ資源情報システム（ Open Source Archival 
Resource Information System: OSARIS）の機能要件についての報告書を公表。 

2005年： ICAの人権特別委員会（ Human Rights Task Force）が UNESCOからの得た助
成 4万 5千ユーロで、ソフトウェア開発に着手。 

2006年半ば：プロトタイプを ICAに提示。 

2006年 9月：プロトタイプの更新版を UNESCOに提示。世界銀行グループ・アーカイブ
ズ等から追加助成を受けて開発継続。 

1 https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/overview/intro/ 

h
2

ttps://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/admin-manual/installation/requirements/#install
ation-requirements 
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

2008年：クアラルンプールで開催された ICA大会でベータ版 ICA-AtoM1.0を公開・配布。
全世界 30機関での公式検証実施。
＊この間にベータ版を数回リリース。 ICA による技術監査、カナダ国立図書館・
公文書館（ Library and Archives Canada）でのスケーラビリティ検証、バンクー
バーおよびトロントでのユーザビリティ検証実施。 

2010年 11月：最初の製品版 ICA-AtoM1.1をリリース。 

2013年 10月：名称から「ICA」を除いた「 AtoM」（開発継続はカナダの Artefactual Systems, 
Inc.が担当）となり、新バージョン 2.0.0がリリースされる。その後も年 2回ほど
のペースで改善・更新を継続。 

2018年 2月 14日現在の最新版は 2.4.0（2017年 9月 5日リリース） 3。

参考：AtoM採用サイト： https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users 

3. AtoMの基本的な機能 

1）アーカイブズに関連する様々な記述情報を、複数の国際標準に準拠した形で入力・編
集・検索・閲覧できる。 

2）アーカイブズ資料／典拠レコード／機能／統制語彙等の関連性や階層的構造などを表
現できる。 

3）複数機関の記述情報を共有・横断検索できる。 

4）多言語対応である。 

5）多様な記述項目を相互に（多くは自動的に）リンクできる。 

6）多様なオブジェクト、多様なファイル形式を扱える。 

7）多様なユーザを管理できる（管理者から一般ユーザまで）。 
8）記述情報やデジタル・オブジェクトへのアクセスの可否を細かに設定できる。 

9）受け入れから記述公開までのワークフローをサポートしている。 

10）様々なタイプの統制語彙・アクセスポイントが管理できる。 

11）様々な形式でのインポート、エクスポート、レポート出力が可能である。 

4．サーバ構成の方針 

4-1. 条件 

•	 a. サービスレベル
 

o 休業中も稼働する
 

o 99.4%稼働想定（ 363日/365日） 

•	 b. 負荷
 

o 閲覧ユーザ数 : 同時接続数が 1 request/秒 以下）
 

3 https://www.accesstomemory.org/en/download/ 
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1 

AtoM（Access to Memory）について

「幵立近現代建築資料館において採用するべき

情報システムの比較検討業務」有識者并議 

2018年2月28日

アウトライン 

1. AtoMとは 

2.AtoM開発盹緯 

3. AtoMの機能（デモ付き） 

4.サーバ構成・ コスト試算 

1.AtoMとは 

•フリー 

•オープンソース 

•Webベース で、

アーカイブズ関俞記述

＆デジタルオブジェクトへのアクセス提供

１．AtoMとは 

• OS：UBUNTU（推奨） 

• Symfony（開発環境、PHP） 

• Nginx/Apache（Webサーバ） 

• Elasticsearch （検索エンジン） 

• MySQL （DBサーバ） 

• Memcached（キャッシュサーバ） 

• Gearman job server（ジョブサーバ）

などを組み耆わせて構成

２．AtoM開発盹緯 

2005 ICAが開発に着手 

2008 ベータ版ਁ開 

2010 製品版ICA AtoM1.1ਁ開 

2013 障称からICAがなくなり、カナダの 

Artefactual Systems, Inc.が開発継猀 

2018旧2耈14日現在の最新版： 

2.4.0（2017旧9耈5日リリース） 

https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users 
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